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令
和
6
年
5
月
１
日

ハ-

ト
ピ
ア
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

野
本
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

東松山市公式
サイトＱＲコード

セ
ン
タ
ー
職
員
の
異
動
に
つ
い
て

野
本
区
長
会
長
の
ご
挨
拶

ハ
ー
ト
ピ
ア
事
業
（
１
）

◇
野
本
地
区

区
長
会

４
月
20
日
（
土
）
令
和
６
年
度
の
区
長
会
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
区
長
さ
ん
及
び
役
員
が
決
定
し

ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

◇
令
和
５
年
度

区
長
会
長
退
任
あ
い
さ
つ

馬
場
利
行

◇
令
和
６
年
度

新
区
長
会
長
あ
い
さ
つ

成
川
友
克

◇
野
本
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

前
職
員

宮
崎
直
樹

◇
野
本
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

新
職
員

関
根
功
記

行政区名 氏 名 備考

向山 渡邉貞夫

上野本第一 岡村和秀

上野本第二 吉川浩二 幹事

金谷 新井一夫

谷中 梶田文雄

北金谷 岩崎 進

上郷 金子富知 副会長

下青鳥 駒﨑宝次

上押垂 成川正行 副会長

下押垂 加藤久男

今泉 野﨑周次

根岸 篠田房美

古凍 大室貞夫

行政区名 氏 名 備考

北新 吉田彦夫 監事

柏崎東部 國嶋達也 幹事

柏崎中部第一 新井一男

柏崎中部第二 鈴木久雄

柏崎西部第一 内田 広

柏崎西部第二 稲嶺健二

曲輪 鈴木 誠

中妻 成川友克 会長

下野本 小林佳正

若松町第一 栗原正明 監事

若松町第二 國嶋進弘

若松町第三 井上哲翁

ハートピアまちづくり協議会、社会福祉協議会野本支部役員は、６月号に掲載致します。

ち
ょ
う
ど
一
年
前
、
野
本
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
着
任
の
挨
拶

を
し
ま
し
た
が
、
こ
の
度
四
月
一
日
付
で
東
松
山
市
役
所
内
の

市
民
課
に
異
動
と
な
り
ま
し
た
。

野
本
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昨
年
度
か
ら
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
が
再
開
さ
れ
、
暗
中
模
索
の
中
で
の
始
動
で
し
た
が
、
野
本

地
区
区
長
の
皆
様
や
様
々
な
関
係
機
関
の
方
々
の
ご
協
力
の
お

か
げ
で
、
無
事
成
し
遂
げ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

わ
ず
か
一
年
の
着
任
期
間
で
し
た
が
、
三
年
分
く
ら
い
の
中

身
の
濃
い
充
実
し
た
一
年
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
度
、
4
月
１
日
付
で
野
本
市

民
活
動
セ
ン
タ
ー
に
異
動
し
て
来
ま

し
た
関
根
と
申
し
ま
す
。
初
め
て
の

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
勤
務
と
な
り
ま

す
の
で
、
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
精
一
杯

頑
張
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

協
議
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
議
参
加
な
ど
を
通
じ
て
、
普
段
で

は
、
気
づ
か
な
い
所
で
大
勢
の
方
が
地
域
互
助
の
為
に
活
動
し
て
い

る
事
を
知
る
い
い
機
会
で
し
た
。

野
本
地
域
の
昨
年
度
を
振
り
返
り
ま
す
と
コ
ロ
ナ
規
制
緩
和
に
よ

り
納
涼
盆
踊
り
大
会
、
か
か
し
祭
り
、
文
化
祭
、
商
工
祭
、
ソ
フ
ト

ボ—
ル
大
会
な
ど
多
く
の
事
業
に
皆
様
の
参
加
を
頂
け
ま
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
た
わ
け
で
は
な
く
皆
様
の
協
力
の
も
と

安
全
、
安
心
な
環
境
を
確
保
し
つ
つ
よ
り
一
層
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に

し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
各
地
区
で
少
子
高
齢
化
が
問
題
と
な
る
中
、
若
い
世
代
か

ら
年
配
の
方
々
ま
で
が
参
加
し
易
い
環
境
作
り
が
引
続
き
必
要
か

と
思
い
ま
す
。

最
後
に
成
り
ま
し
た
が
、
実
力
不
足
で
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
し
た
が
、
活
動
セ
ン
タ—

の
皆
様
を
は
じ
め
関
係
諸
団
体
の

皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協
力
に
感
謝
を
申
し
上
げ
退
任
の
挨
拶
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

退
任
に
あ
た
り
こ
の
一
年
間
、
皆
様
の
ご

協
力
、
ご
尽
力
を
頂
き
任
務
を
終
わ
る
事
が

出
来
ま
し
た
事
に
感
謝
、
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。私

自
身
と
し
ま
し
て
は
、
あ
っ
と
い
う
ま
の

一
年
間
で
市
役
所
の
関
係
各
所
と
の
報
告
や

今
年
度
、
野
本
地
区
区
長
会
会
長
を
務
め

さ
せ
て
頂
き
ま
す
、
中
妻
区
長
の
成
川
友
克

と
申
し
ま
す
。
前
会
長
の
馬
場
様
に
は
一
年

間
本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

令
和
５
年
５
月
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
５
類
に
移
行
さ
れ
規
制
緩
和
の
影
響
が
心

配
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
野
本
地
区
も
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
の
も
と
感
染
対
策
を
実
施
し
令
和
５
年

度
は
、
殆
ど
の
諸
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
６
年
４

月
現
在
、
私
の
身
近
な
所
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が

発
生
し
て
い
る
状
況
で
す
。

今
年
度
も
皆
様
と
一
緒
に
意
識
し
な
が
ら
行
事
の
進
行
に

な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

今
年
度
一
年
間
、
微
力
非
才
の
身
で
は
あ
り
ま
す
が
、
野

本
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
所
長
を
は
じ
め
、
皆
様
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
糧
に
野
本
地
区
の
更
な
る
発
展
の
た
め
、
力
を
尽

く
す
所
存
で
す
。

野
本
地
区
の
皆
様
の
益
々
の
ご
清
栄
を
祈
念
し
、
前
会
長

の
馬
場
様
同
様
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
あ

い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



を

月
例
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
お
知
ら
せ

◇
編
集
後
記

４
月
中
旬
か
ら
気
温
の
高
い
日
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

春
ら
し
い
陽
気
の
期
間
が
短
く
、
急
に
夏
の
気
候
に
変
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
家
の
中
で
も
熱
中
症
に
な
る
危
険

が
あ
り
ま
す
。
こ
ま
め
な
水
分
補
給
と
適
度
な
運
動
を
す
る

こ
と
で
体
温
調
節
が
出
来
る
体
に
な
り

ま
す
。

（
山
下

）

◇
５
月
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（野
本
の
文
化
財
を
訪
ね
る
西
コ
ー
ス
）

日
程

令
和
6
年
5
月
17
日
（金
）

集
合

野
本
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

午
前
８
時
30
分

距
離

約
７
・
０
ｋ
ｍ

行
程

野
本
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
➷
清
見
寺
➷
氷
川
神
社
（金
谷
）

➷
浄
光
寺
➷
下
青
鳥
➷
い
な
ほ
て
ら
す
➷

野
本
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

◇
６
月
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（高
坂
七
清
水
せ
せ
ら
ぎ
緑
道
）

日
程

令
和
6
年
6
月
14
日
（金
）

集
合

野
本
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

午
前
８
時
30
分

距
離

約
６
・
０
ｋ
ｍ

行
程

野
本
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
➷
下
押
垂
➷
早
俣
➷
折
本
山

公
園
で
休
憩
➷
七
清
水
せ
せ
ら
ぎ
緑
道
➷
都
幾
川
堤
防

➷
新
東
松
山
橋
➷
野
本
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

満開のさくらの里

◇
野
本
さ
く
ら
の
里

桜
が
今
年
も
開
花
し
ま
し
た
。

鯉
の
ぼ
り
掲
揚
し
ま
し
た

ハ
ー
ト
ピ
ア
事
業
（
２
）

野
本
さ
く
ら
の
里
の
「
横
浜
緋
桜
」
が
４
月
1
日
ご
ろ

か
ら
開
花
し
始
め
１
週
間
ほ
ど
で
満
開
を
迎
え
ま
し
た
。

今
年
も
さ
く
ら
の
里
の
西
側
７
０
０
ｍ
に
提
灯
を
飾
り

付
し
、
午
後
６
時
か
ら
９
時
ま
で
点
灯
さ
せ
ま
し
た
。

期
間
中
は
簡
易
ト
イ
レ
も
設
置
さ
れ
「
さ
く
ら
」
の
花
見

が
楽
し
め
ま
し
た
。

元気よく泳いでいます。

室内で講義を行いました
空高く泳いでいます。

◇
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
開
催

提灯に灯り点灯

短いウォーキング実施

今
年
も
４
月
３
日
（水
）か
ら
、
鯉
の
ぼ
り
を
掲
揚
し
ま
し
た
。

今
年
も
27
匹
を
上
げ
て
元
気
に
泳
い
で
い
ま
す
。
鯉
の
ぼ
り
の
掲

揚
も
今
年
で
18
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
５
月
７
日
（火
）
ま
で
鯉
の

ぼ
り
を
掲
揚
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
強
い
風
で
鯉
の
ぼ
り
数
匹
が

破
損
し
ま
し
た
が
、
交
換
し
な
が
ら
１
ヶ
月
の
間
大
勢
の
来
館
者

が
雄
大
な
鯉
の
ぼ
り
を
見
学
に
来
て
い
ま
し
た
。

◇
令
和
５
年
度
月
例
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

完
歩
賞
受
賞
者
確
定

令
和
５
年
度
月
例
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
完
歩
賞
受
賞
者
と
な
り
ま
す
。

大谷 秀夫 関根富美子 寺田 友彦

関根 良平 田村 清泰 荻野 敦子

栗原 文子 砂生 文子 荻野考太郎

成川美智子 倉本 貢 近江 邦雄

今井 淳一 富沢すみ子 清水 文子

大澤 榮 近江 弘昌 小林 久子

影山 貞夫 近江 文子 根岸 和美

山下 君子 長谷部絹子 下垣 慎吾

石井 泰子 松本 とみ 下垣 時子

倉本美奈子 富沢 英雄 中野 康美

努力賞受賞者３名は次の通りです。
岩崎 久子、福田 竹子、岸沢 克枝

令和５年度 完歩賞受賞者３０名

４
月
16
日
（火
）花
の
種
ま
き
講

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

野
本
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
内
の
会

議
室
で
約
１
時
間
、
花
を
植
え
る

前
の
花
壇
の
準
備
か
ら
植
付
方
法
、

花
の
育
て
方
の
講
義
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
野
外
で
種
ま
き
実

演
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
種
ま
き

方
法
や
飼
育
箱
の
作
り
方
の
注
意

点
な
ど
を
勉
強
し
て
頂
き
ま
し
た
。

野
本
地
区
13
名
の
代
表
が
受
講
し

ま
し
た
。

花
壇
の
土
づ
く
り
方
法
や
肥
料

の
量
、
水
の
与
え
方
な
ど
、
新
た
な

推
進
員
か
ら
質
問
が
多
く
出
さ
れ

ま
し
た
。

４
月
11
日
（木
）ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
が
、

唐
子
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
野
本
地

区
か
ら
推
進
員
と
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
リ
ー
ダ
ー
３
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
１
時
間
の
講
習

後
に
約
３
ｋ
ｍ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
講
習
を
実
施
し
て
終
了
し

ま
し
た
。

（不参加１回以下）


